【非常食訓練】BCP　訓練

非常食訓練実施計画書

災害時にライフラインの停止等より、通常の食事の提供ができない場合を想定して非常食訓練を実施し、非常食の内容、調理方法、配膳の方法を確認する。

【訓練日時】
　　　
【訓練の目的】
防災計画、業務継続計画等に基づき、非常食訓練を実施し、その結果を踏まえて各種計画、マニュアルなどを検証・改善することにより、大規模災害時の業務継続力・初動対応力の向上を図り、迅速な避難行動ができるように職員の防災意識の向上を目指す。

【訓練の目標】
以下の行動を行えたか確認する。
· 非常食メニューを理解する
· 非常食の調理方法を理解する
· 非常食の配膳方法を確認する
· 非常食の作成から配膳までの時間を確認する

【訓練参加者】
　○○職員　　　名　　

【振り返り】
訓練後に振り返りを行い、目標を達成できたか、また訓練で気が付いた点について参加者で意見交換を行い、必要に応じて、計画やマニュアルなどの修正を行う。

【訓練チェックポイント】
· 非常食の内容を理解できていたか
· 1食のメニューを確認できていたか
· 適切に調理できたか
· 適切かつ迅速に非常食を配膳できたか
· 資器材に不足はなかったか



非常食訓練プログラム
	時間
	内容

	14：00
	訓練開始
非常食の準備

	14：10
	非常食の作成

	14：30
	完成、配膳

	15：00
	非常食の試食

	15：20
	訓練終了

	15：25
	振り返り
目標達成状況の確認、訓練で気が付いた点の意見交換



非常食訓練シナリオ
	時間
	状況・気象情報など
訓練の内容
	訓練管理者
	訓練参加者

	14：00
	訓練開始
· 非常食の準備
	訓練開始を宣言
非常食を備蓄庫から取り出す指示
	
非常食を備蓄庫から取り出し、1食分の内容を確認する

	14：10
	· 非常食の作成
	非常食作成の指示
	非常食の調理開始

	14：30
	· 完成、配膳
	配膳の指示
	各フロアの配膳シミュレーション

	15：00
	· 非常食の試食
	試食
	試食をして、利用者に提供する際の注意点などを確認

	15：20
	訓練終了

	15：25
	振り返り
目標達成状況の確認、訓練で気が付いた点の意見交換





【BCP初動対応訓練】BCP　訓練

BCP初動対応訓練実施計画書

風水害を想定し、BCP（業務継続計画）に基づき、初動対応能力を確認するため、訓練を実施し、初動の各職員の役割や動きを確認する。

【訓練日時】
　　　
【訓練の目的】
BCP（業務継続計画）に基づき、災害対策本部を迅速に立ち上げ、限られた人員で「入居者の安全確保」と「業務の継続（食事・排泄・医療的ケア等）」を両立するための初動対応能力を検証する。

【訓練の目標】
· 災害対策本部（リーダー）を決定し、職員の役割分担（誘導係、情報係、物資係等）を明確にできるか
· 利用者および非番職員の安否確認を迅速に行えるか
· 浸水開始までに「何を優先して上階へ運ぶか（重要書類、薬品、非常食等）」を判断できるか
· 協力機関、居宅介護支援事業所、家族等への報告・連絡体制が取れるか

【訓練参加者】
　○○職員　　　名　　

【振り返り】
訓練後に振り返りを行い、目標を達成できたか、また訓練で気が付いた点について参加者で意見交換を行い、必要に応じて、計画やマニュアルなどの修正を行う。

【訓練チェックポイント】
· リーダー不在時の「代行順位」が機能したか
· 職員間で「誰がどこにいるか」常に把握できていたか
· 停電・通信障がいを想定した連絡手段を活用できたか。
· 1階から上階へ移動させるべき「優先リスト」は適切だったか
· 優先業務を判断できたか
· 縮小する業務を判断できたか


